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富山市総合交通計画の策定について 

 
〔交通政策課〕 

１．概 要 

  本市では、「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり」の推進に際し、

公共交通を重要な都市アセットとして捉え、これまでに、ＬＲＴネットワークの形成や

鉄道線・幹線バス路線の利便性向上など、交通事業者と連携して集中的に投資すること

で、公共交通の活性化に努めてきた。 

しかしながら、公共交通を取り巻く環境は、人口減少や少子・超高齢化、さらには、

ライフスタイルの変革などにより、交通事業者の経営努力のみでは、利便性の高い公共

交通サービスを提供することが困難な状況である。 

このことから、本市では、新たな技術や、モビリティデータの活用などにより上質な

交通サービスを提供し、持続可能な公共交通を実現するため、新たな「富山市総合交通

計画」を策定するもの。 

 

２．計画について 

（１）位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の区域 

  富山市全域（1,241.70 ㎢）とする。 

 

（３）計画の期間 

  令和６年度から令和１５年度の１０年間とする。 
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３．課題の整理について 

公共交通の現況や、公共交通に関する市民意識調査等の結果をもとに、公共交通の課題

を以下に整理した。 
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４．将来ビジョンについて 

（１）公共交通のあるべき姿 

  公共交通軸においては、高い運行頻度で地域間を結び、利便性をさらに向上させると

ともに誰もが利用しやすい公共交通を実現することを目指す。また、生活交通においては、

公共交通軸との良好な接続環境により、日常生活に適した交通サービスを地域特性に応じ

て提供することを目指す。 
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（２）基本方針 

 

 

 

 これまで取り組んできた施策と得られた知見を基本に、鉄軌道や主要バス路線など公共

交通軸のさらなる機能強化や、生活交通におけるきめ細やかなサービスを提供する。 

 また、モビリティデータの活用、さらには、デジタル技術を実装する交通ＤＸ（デジタ

ル・トランスフォーメーション）やカーボンニュートラルを推進する交通ＧＸ（グリーン・

トランスフォーメーション）などの、新たな技術を、交通事業者や市民などの関係者との

共創により推進することで、利便性の高い上質な交通サービスの提供を目指す。 

 

（３）取組方針 
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５．主な施策について 
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６．施策一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※関係者間の役割分担を整理し、新たな役割分担によって施策を実現します。 
高山本線沿線ブラッシュアップ会議：富山市、富山県、JR西日本、富山地方鉄道からなる会議体 
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※関係者間の役割分担を整理し、新たな役割分担によって施策を実現します。 
高山本線沿線ブラッシュアップ会議：富山市、富山県、JR西日本、富山地方鉄道からなる会議体 
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７．評価指標の設定・評価方法について 

（１）評価指標 

  まちづくり・公共交通軸、生活交通、交通 DX及び GXに係る４つの目標指標を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価方法 

毎年 PDCA サイクルの考え方のもと、計画・実行・評価・改善を行う。 
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